
2009/10/30 

卓 011 聖徳祭開催日にご注意を 

 10/29，三遊亭円楽師匠が亡くなられました。ご冥福をお祈り申し上げます。 

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  

  

 今回のタイトルは，文化祭（一般公開日）の期日をアピール。 

   

 今年もね ３日じゃないの 聖徳祭 

    ※ 当記事は 2009 年のものです。 

   

      2010 年の聖徳祭は，10/11(月祝)です。(2010/9/1 追記) 

         内部公開日は 10/10(日)です。(2010/6/20 追記) 

                   2010 年のテーマ 『十人十色』 ・・・10 尽くし！（8/3 追記） 

                                                      みんなで来 10(ｷﾃﾝ)。  

         ⇒ 例年以上に賑わいました。 ご来校ありがとうございました。（2010/10/13 追記）  

  

                   2011 年の聖徳祭は，9/23（金祝）です。（2011/4/7 追記） 

   

   

今年は，ついたち。…おととしまで長いこと，11/3 開催でした。 

   

今年，水越は，11/1 は 10:00 以降が，出張（S 区の K 大）で学校不在であります。 

  

  ちゃんと，３年 B 組の「ライス丸」をいただいてから出発しようと思います。 

  

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  

  



 さて，今回はタイトルがそんなふうでしたので， 

 このあとの内容には一貫性がありません。 

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  

  

 どうする？ インフル？（数年前にやってた，金貸し「アイフル」の CM 調でお願いします） 

  この話題はこの２行だけ。 

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆   

  

 中間テスト（10/13-15）も終わり， 

答案の返却・復習・解説もすでに終わっています。 

   

 でも，社会（地歴公）という教科は， 

テストにおける，いわゆる「珍答」の発生率がかなり高く， 

  

今回も採点時に，レベルの高い珍答に出会うと， 

感情をあらわにし，その力作珍答の数々を 

メモしておくという状況がありました（肯定的にとらえています）。   

  

 これを，テスト明け最初の授業で， 

「珍答・暴露大会。」と称して， 

正答の解法等の確認後， 

   

「でもこれをね，『○○○○』などと答えちゃったのは，どこのだれだっけ？」 

とか，  

「でもこれをね，『○○○○』なんて書いちゃったりなんかしてねえ！！」 

などと，むしかえすと， 



   

「は～い，私でぇ～っす！」 

とか，  

「私が書いちゃったりなんかしたんですけどぉ～。」 

など， 

  

かなり前向きな反響が・・・（ただ，開き直ってるだけでは・・・）。 

  

  とにかく，多いのは， 

  

 ① 固有名詞，事項名のミス （第二回大仏大同盟，サバラ気候，など） 

 ② 平気で飛び出す非常識な数値 （気温７８℃，人口１０００億人，など） 

 ③ 同じ日にあった他教科のテスト内容との混同 

                    （気候記号を化学元素記号で解答するなど） 

  

などですが，論じると，きりがありません。またの機会にしましょう。 

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  

  

 逆に，どんな珍答がどれくらい出てくるのかを調べてみるのもよいかもしれません。 

  

 例題です（社会ではありませんが・・・）。 

  



 次の，石川啄木が詠んだ短歌（すべて，平仮名で表記してある。）の空欄（①）と（②）

にはいるべき平仮名１文字を，それぞれ答えなさい。 

  

 とうかいの こじまの（ ① ）その しらすなに 

 われなきぬれて （ ② ）にとたはむる 

  

 正答の，①＝い，②＝か，と答える子がどれくらいを占めるか。 

  

 珍答 （①＝み，う，へ，など； ②＝わ，う，お，だ，や，など） の子が 

どれだけいるか（なお，危ない珍答は，存在しないものとさせていただきます。）。 

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

  

 幸せな火曜日     Happy Tuesdays!   

  

 あれ，Ｔ澤先生の http://www.torideseitoku-tblog.jp/takizawa/336 のタイトルに似

てましたか？ それもまた，何かの偶然か，気のせいだと思います。 

   

 10 月 27 日・火曜日。 

  

 台風 20 号は，関東の南東沖合いを通過。 

 上陸を免れて 台風一過の晴天の朝。 

  

  

http://torideseitoku-tblog.jp/takizawa/336


 ２号棟 4 階からは，富士山の勇姿！ 

 ５年（高二）ACD 組の生徒たちも，ベランダごしに絶景に大感激！ 

  

  

 でも，写真に撮ると，いまひとつ。やはり，小さくしか写りません。 

 手前の棒は，グラウンドのナイター照明。  

 

 そのあと。 

  

 12:35-13:20 午前中の授業を終えて，塾・学校訪問の準備。  

 14:00-14:50 牛久で遅めの昼食。「宮ランチ」！ 今なお価値ある 714 円。 

 15:30-18:10 土浦の塾 数箇所，石岡（旧八郷町）の中学校１箇所を訪問。 

  

  18:30 帰り道，朝日峠から見下ろす夜景を鑑賞。  

       ここも台風一過で普段以上に澄んだ夜景を堪能！ 

      ※ 朝日峠： 筑波山の南東８km にある標高 200ｍ台の，土浦・石岡市境の峠。  

  



19:30 帰宅（取手） 

   

朝の富士山，昼の「宮ランチ」，朝日峠の夜景で， 

３度も心洗われた Happy で Brilliant な一日でした。 

  

■   

0 コメント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2009/11/06 

卓 012 濃い時間 濃い日々 

  

 今週は、11 月 3 日の朝が、とばしたギャグが滑ったときに匹敵するくらいの寒さに見

舞われ、体調を害してしまわれた方もいらっしゃることと思います。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆ 

  

 「濃っ！」と声をあげるほどではないのですが，10 月から 11 月にかけて，一日の過

ぎ方が濃い日がわりとあったように思います。 

 11 月 1 日（日）も，濃い一日でした。 

  

 どの場面にも，絵画的な情景がのこりました。 

  

 5 年生（高二）のみなさん，11/9 からの修学旅行， 

 よい旅でありますように（道中ご無事で）！（Bon voyage!）  

                           （これを「ボンボンオヤ～ジ」と言っていて

はダメなのか知らん。） 

   

 聖徳祭（一般公開日）。出張があるため、学校には 10 時までだけ。 

 受付や入学相談コーナーのお仕事の合間に、少しだけ見物。うちの小 4 の娘とも合

流。 

 3B の「ライス丸」、単品で、そのアイディアを賞味（本田先生のブログをご参照）。 



 3A で「Thirteen One Ice cream」を賞味。そこで撮った写真二点。 

 盛装の 3A のお嬢さんたちとのものと、 

 娘の通う取手市内の小学校を通じて縁のある，マスクの 2 年生凸凹 3 人娘と撮った

もの。 

 



 

  

  （Ｉ小のＡ先生，いつも楽しくて温厚なご指導を ありがとうございます。） 

 見られなかった企画の数々を惜しみながら，予定の 10:00 に学校を出ました。 

 12:30 までに，世田谷の K 大学へ。 

  

 「卓 002」でお話しした，例の「教員免許状更新講習」の受講者の一人として，とある

学会から「公開シンポジウム」に出ることをお願いされてました。 

 それは，8 月 24 日に受講した学校にて，21 年前に教育実習でお世話になった指導

教官（BON 先生）に再会したおり，秋に行われるシンポジウムに出てしゃべってくださ

いと頼まれ・・・，それがこの 11 月 1 日の学会（私は非会員）。 

  

 やってきたのは，小田急線・梅ヶ丘。 



 会場の K 大学自体，おとずれるのは最初。 

 駅からのゆるい下り坂を，暖かながら強風に吹かれながら進む。 

 統廃合で移転した都立明正高校の跡地にそびえたつ，10階建ての K大学 34号館。 

 最上階食堂から見る，昼下がりの副都心の表情は。 

 

 いい校地（キャンパス）です。 空き時間を まったりと・・・。 

  

 シンポジウムの本番（写真撮る余裕なし）。 

 司会，大学の先生お二人。 

 提案者，講習実施の T 大，K 大の先生お二人， 

 K 大で受講した品川区の小学校の先生と，T 大で受講した小生， 計６名で，３時

間。 



  

 それは， 

 更新講習制をバッシングするという趣旨のものではまったくなく， 

  

 教員の 力量形成 と 資質向上 のために 

 行政（教委）のみならず， 教員養成系の大学ができる企画は 

 どのような方法で構成するのがよいのだろうか・・・ 

 という方向性で フロアの数十人の先生方とのお話し合いとなりました。 

  

 更新講習制は再来年あたりに現政権により廃止になるとのことです。 

 しかし，いたずらに教員への負担反対という情念だけで消えてしまうのではなく， 

  （新人の）教員養成 ＋ （活躍している）現職教員の力量形成・資質向上 

 のために，大学・大学院がどう機能すべきか。 

  特に，新人の教員養成は，６年制を検討中とのことです。 

  （医学部等のように６か年にするか，［４か年＋学校勤務を兼ねる２か年］にする

か） 

  

 現職の教員としては， 

 実際に活かせて，すぐに役立つ内容の伝授や情報交換が非常にありがたいところ

です。 

 また，文字にしたり，話し合いをすることで， 



 自分の内側であいまいであったものが整頓されてくる機会が， 

 通常の研修よりも， 濃く実現できるところに期待を寄せています。 

  

 「教職大学院」の制度がスタートしたなら，いかがなものでしょうとたずねられ， 

  

 「時間と人事が許せば，よろこんで通える。 とはいっても， 

  部活やクラスの指導を断絶することに，困惑する教員も相当いるかもしれない。」 

 とお答えしました。 

  

 とにもかくにも，① 新人教員の養成， ② 現職教員の力量形成・資質向上 

  が，方法論の改革の時機にあることは， 

 各社新聞・社会面を見ててもうなづける事項。 

 もちろん大学の先生方も，指導の現場との情報交換を強く意識なさってました。 

  

 どなたもが所属が異なる参加者で 熱く行われた 有益な研修にもなりました。 

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆ 

  

 さてきょうは お読みいただいてるうちに 眠くなりそうな感じだったかもしれません。 

  



 全然別の話です。 

  

 学校がお世話になってる 関東鉄道さんの系列会社である 

 関鉄観光バスさんが， 「関鉄観光バスガイド キューピーストラップ」 を作成，発売

中です。 

 http://www.kantetsu.co.jp/kanbus/new/091016/091016.html (2009/10/16 更新） 

  

 長野校長先生は，「これ うちの真似だよなあ～」と，上記サイトの画面を見て一言。 

 真似か偶然かの確証はさておいて。 

  

 もしかして，運輸業界でキューピー発売がブレイクしまくっちゃっているのか知らんと思

い， 

 関鉄さんと もっとも発音の近い  近鉄 （近畿日本鉄道） さんのサイトを 

 念のため見てみたら， やってませ～んした。 

  

 要は，本校が日々お世話になっている業者さま各社※ が，近々，キューピーストラ

ップを出す日が 

 そう遠くないことを予感させるものであるといえるでしょう。 

  

   ※ ① シダックス， ② 日月警備， ③ タカラビルメン， ④ イオンディライト， 

⑤ 岩城造園， 

     ⑥ 三越， ⑦ 須崎印刷， ⑧ 河原崎書店， ⑨ ツアープランナーオブジャ

パン， 

http://www.kantetsu.co.jp/kanbus/new/091016/091016.html


     ⑩ メディア出版， ⑪ エデュース， ⑫ 常陽銀行取手支店， ⑬ セイ

ワ， ・・・・・・ 

  

  （下３行，教職員ウチワネタですみません） 

    そうですね・・・，須崎と日月のが出たらすぐ買いたいと思います。 

            W 辺さんと A 達さんバージョンの特注キューピーで。 

            みなさんはどのバージョンがよろしいでせうか・・・。 

  

 「アクセス統計」に，「soub train」で本ブログ「卓 008」にたどりついた方があったよう

です。 

 ためしに，この語を検索にかけてみましたところ， 

 １０何番目かに，「卓 008」が出ちゃってまして，やや，冷や汗。 

    

■ 

  

 今回は一部を，携帯電話からのアップに初挑戦しました。 フォントが小さくてゴメン

ナサイ。 

  

   

  

  

0 コメント  



2009/11/13 

卓 013 頭の中の地図 

 ５年が九州旅してるころ イチョウの葉っぱがどっと降る 

  

 今年もそうです。雪のよう。  

 G 藤先生の 11/12 の記事と同じ風合いの図（11/12 15:38）。 

  

  

  

  

  

 高１・高３の当番だけで

葉っぱ掃き。 

  

 守衛の皆さんも，生徒の授業時間中に掃きつづけます。 

  

 落葉（らくよう）掃くのは らくじゃないようです，しゃれにならないほど。 

  

 毎年，５年生がいない時季の風物詩。 

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 



  

 11/10，キャベジンコーワのおじちゃんが 96 歳，老衰でご逝去。  

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆   

  

 「もしも，自由に住んでもよいのなら，どの州に住みますか。」 

 とたずねて，100 点満点で全部の州の評価を回答してもらう。 

  

  

  ピーター・グールドとロドニー・ホワイトによる研究「メンタルマップ（頭の中の地

図）」。 

 各地の学生が，どこを好んで選び，どこをあまり好んでいないのかを集計し， 

 100 点満点の数値曲線で表わした地図（メンタルマップ）をさまざまに考察したもの。  

  

 いわば，地域の人気度調査でして， 

 『頭の中の地図』（山本正三・奥野隆史訳，朝倉書店，1981）には， 

 アメリカ，イギリス，スウェーデン，タンザニアなどで行った結果を読むことができま

す。 

  

   

  

  

  

  

  

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 生徒の皆さんに，教室の机の位置について同様の調査をしてみたことがありまし

た。・・・座席に地価がつくわけです。 

 最高値は，窓側のいちばん後ろ。最安値は教卓の真ん前だったりします。  

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  

  

 私も最近，こんなマップを入手。縮尺（ｍｍ）までちゃんと入ってます。 

  



  

 ▲図 A 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

 ▲図 B 

  

 11/9（月）にお休みをとって，江戸川区臨

海町 1-4-2 にある病院の健康医学センター

で，６年ぶりに「日帰り人間ドック＋脳ドック B」なる検診を受けてまいりまして（とても

快適な病院です）。 

  

 血圧が高い，γ-GTP が高いなどが課題でしたが・・・。 

  （γ-GTP・・・肝機能検査，ｶﾞﾝﾏ GTP ） 

  

 受診の二日後，当日も見せてもらった画像を焼いた CD－R が自宅に届きました。 



  

 MRI で撮っていただいた頭蓋骨の内部の画像です。 

  

 まさに，頭の中の地図であります。 

  （MRI・・・磁気共鳴映像法断層撮影装置） 

  

 上の画像 A と B は，パソコン画面をそのままデジカメで撮りました（やることアナロ

グ・・・）。 

  

 図 A は，どこかの ゆるキャラ のようにも見えますが，頭の横断面（目を通っていま

す）です。 

  

 図 B は，縦断面です。プロフィールの写真画像を今度から，図 B に差し替えるとしま

すか・・・。 

  

  

 やや無気味ですが，医療技術に興味をもつ生徒が増えるといいな・・・。 

  

 こんなんじゃ，退いちゃってダメですかねぇ・・・。 

  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

  



 ドックの帰り，家電店で血圧計を買いました。 

 毎日測ることにしました。 

  

 休肝日も作ることにしました（周期・頻度は決め次第宣言予定）。 

  

 そして，大切に使うために，例によって， 

 血圧計に名前をつけました（「卓 005」参照）。 

  

 命名 「どんなご容態？」     （どんなごようだい？） 

  

 

  

             （テプラ未貼付） 

  

 ■ 

 0 コメント  



2009/11/20 

卓 014 せんせい，あのね 

 お～っと，今年も，来た～っ！！ 

  

 大手玩具小売店チェーン T からのチラシ。36 ページ冊子。 

  

 今年は 11 月 20 日（金）に来た～！ 

 畳一畳大のチラシの年もありましたよ。 

  

 帰宅するやいなや，疾走してくるうちの子たち， 

 チラシ片手に，「おとうさん，あのね・・・！！」  

 ああ神様・・・。 

   

  

  

  

  

  

  

  

 きょうはすみません。 家庭ネタになります。  

  



 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆     

  

 「あのねノート」の話です。 

   

 一年前。 

  わがやの息子（現小２）が，小学校の担任の先生から返ってきた「あのねノート」を

見せてくれました。 

  

  「 せんせい，あのね。 

    きのう，おとうさんが ようかんをたべさせてくれた。おいしかった。このなかにも

ちがはいっていました。またたべてみたいとおもいます。」  

  

 担任の先生からの赤ペンのコメントです。 

  

  

 「 もち入りのようかんなんてみたことありません。すばらしいあじだったでしょう。

うらやましいです。」 

  



 

  

 ちなみに，この子のお父さんが持って帰って来たようかんはこれです。 

  

 

   

 ５年（高二）生の九州修学旅行・四日目にバス内のおやつに配られる，熊本銘菓「陣太

鼓」。 

  毎年職員室にも届く逸品です。 



  

  ちなみにこれについてはずいぶん前に，M 先生（現教頭先生）が， 

 「これって，ようかんのなかに，（    ）がはいってるんだよねっ！」とややお茶目に

言及していたことがあったんですが…。 

 ・・・ありえない形容でした。でも，納得できるたとえでした。口外できません。 

  

  

この時期，旅行から戻って一回り成長した生徒諸君や，先生方との心のかよいあいで，ほ

のぼのとします。 「先生，あのね。」 「なんじゃい。」  

 お土産くれた５年生，ありがとね。心遣いがおいしい。 

  

  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

  

    

 「あのねノート」でもう二題。 

  

  「 先生，あのね。 

   一学期，ザリガニつりました。いっぱいつれてうれしかったです。こんどは，マグ

ロをつりたいです。」 

  

  「 マグロはなかなかむずかしいですが，ザリガニつりは，また行ってみてね。」  

 （今年７月中旬 家の前のドブでのザリガニ釣りについて  ▼二貫 握られてますね） 



   【訂正】 ↑小学校から 1km ほどの田園地帯で行われたザリガニ釣り。そのことを書い

た文でした。 

  

 

  

  「 せんせい，あのね。 

   きょうはペットショップにいきました。パグをみました。ちいさくてかわいかったです。

目がまん丸でぼくのことをみてました。」  

  

 「 犬もこうちゃんのことがすきなのかもしれません。わんちゃんは，じぶんのことが

すきな人のことがわかるようですよ。」  

 （今月中旬 日曜のホームセンター，ペットコーナーでのこと） 

  



 

  

  先生のコメントにほんとうに脱帽です。目がうるんできます。  

週末に書いて提出しているこのノートも，インフルエンザによる１週間の学級閉鎖

（10/28～11/3）の際は毎日書いて 11/4 に提出。 

 この一週間毎日分にも，コメントをていねいに記してくださいました。 

  

  

自分の子の記述はというと，動物や，食べたもの，遊んだことだとかを，目いっぱい綴

ったうえで，今後の展望だけであったのが，気付きや発見まで書き足して結ぶようになっ

ている・・・。 

字形も僅かですが，だんだんに成長しているようです。 

ブログの本文とコメントのようでもあります。 

このブログも，お読みいただいている方への「あのねノート」のようなものかも。 

私も学びつづけます。 



 「みなさん，あのね。・・・」という出だしも検討中です。 

  

  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆   

  

 「卓 013」で述べた 「休肝日」 の宣言については，まだ定義が固まっておりません。 

 「ジェット燃料の補給量 350ml 以下を，休肝日とする。」， 「９の付く日を休肝日に定める。」 

  などの数案を，目下検討中です。  

 燃料補給事業自体が，仕分けにより廃止にならないよう，鋭意努力中です。 

  

  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    

最後に，M 教頭先生が 11/19 付記事で記していた「茶色の・・・」というのは，こうい

うのでしたでしょうか。 

 

  

1980 年，山手線ではなく，横浜市内。 

   

幼少時の総武線もこれでした。山手線のお下がり。 

チョコレート色ともいいましたっけ。 

  



乗ると正面中央に真鍮（だったかな？）のつかまり棒があったような・・・。 

ああ，昭和。 

  

  ■  

2 コメント  

コメント一覧 

 1 

せんせい、あのね。  

しゅうがくりょこうちゅうにでたおやつの「じんだいこ」、せいとには「じだいこん」

にきこえたみたい。バスのなかで「だいこんまだ？」っていわれました。 

･･･今年の九州修学旅行中の実話です。ガイドさんに笑われました。バスの中

でのおやつに大根って･･･。 

by: ごねん○くみたんにん, on 2009/11/21  

 2 

（赤ペンで）  

 「じだいこん」とはまた，地物の大根とも，時代が来んとも，どちらの意味にも

とれて，おもしろいですね。  

 さすが，食へのこだわりの強い，ごねん○くみさんです。  

 こんどは，「じだいこん」に一二点（漢文の返り点）をうって，「じんだいこ」と読

んでみてくださいね。 

by: 水越卓治, on 2009/11/21  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2009/11/27 

卓 015 未踏地を 身近に 

 ６年生。３年生。  

 もうあと３か月とちょっとで，旅立ちなのですね。 

  11/26(木) 13:23 昼休み。快晴。 

 中学校卒業アルバム用の写真撮影。 

  

 

  

 後輩たちもくわわっての集合写真， 

 屋上からのカメラマンさんに撮っていただきました。 

  

 教員の並ぶ最後列から，さりげなく一枚。 

 高３生バージョンは前の日に撮影済み。  

  

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆    

   11/24(火) ３時間目 高校２年 A 組理系 地理。 



  

 10/20 に予告しておいた大会の実施。  

  

 世界１９４か国 記憶・記入 大作戦！ 全部じゃなくて結構。 

 いちばん多く書けたら 100 点。２位の人，96 点。３位の人，92 点という等差数列方式

で点数を。  

  

 で，１位の人は，９９か国を正答！見事です（過去最高記録の更新ならず）。 

 特に，南北アメリカ３５か国をほぼ完答した T 山さんの

答案には唸らせられました。  

  

  

  

  

  

  

ちなみに， 



 

  

  

  

なかでも，北アメリカの２３カ国。 

   

カナダ/アメリカ合衆国/メキシコ/ （このへんはお馴染みですよね！） 

   

グアテマラ/ベリーズ/ホンジュラス/エルサルバドル/ 

ニカラグア/コスタリカ/パナマ/  （いわゆる「中米」ですね） 

   

バハマ/キューバ/ジャマイカ/ハイチ/ドミニカ共和国/  （カリブ海です） 

  

 （これ以降の西インド諸島をまあ，よくぞおぼえて来ましたよ。）  

セントキッツ=ネービス/アンティグア=バーブーダ/ 

ドミニカ国/セントルシア/セントビンセント=グレナディーン諸島/ 

バルバドス/グレナダ/トリニダード=トバゴ 

  

ですが・・・，全部ご存知の方はいらっしゃいますか？ 

私は，セントキッツ・・・以降の場所と名前があまり一致せず・・・。 

   

 T 山さん，南北アメリカ３５カ国を，みごと正しい位置に記入。 

 唯一間違っちゃったのが，「トリニダード=トバゴ」。 



 「トリニダード=トバコ」と書いてしまった（濁点不足）。まことに残念，大後悔。 

  

  地理は，場所の科学ですので， 

 場所の暗記などというのは，地理における 

 探求・分析の目的ではなく，手段に過ぎません。 

 わかった場所に名前を付けるぐらいになるのが本望です。  

  

 ですが，知らないままでは困るような事がらを， 

 少しでも減らしていくこともこれまた重要ですので，企画・宣言しましたところ， 

 張り切って取り組み始めまして。 

  

 ６日間の修学旅行の合い間にも，国の記憶に励んでいたとかいないとか。  

  

 今号では見送りますが，すべての国について，正答率を出して見るとしましょう。 

  

 もちろん日本は 100％。 ２位は？ ３位は？冬休み頃にご披露しましょう。 

  

 「卓 013」でお話したメンタルマップ（選好する地域の度数を集計して表記した地図）

のようなものができるかもしれません。 

  

 今は，期末テスト５種類の作問を優先することに。 



  

 期末の期間は 12/3，4，7，8 です。そしてテスト明け， 

 12/9 から２週間，ちょっと遠いところへ出張です。 

  

 未踏地です。 

 出張先からもこのブログのアップにチャレンジします。  

  

  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆    

 

  

  

  11/27（金）朝。水田に囲まれた本校周辺は霧。 

 校舎から正門に向いて，逆光の風景。 

  

 バスから降りてくる生徒が途切れた僅かな時間。 



 葉の落ちたイチョウ，少女像（笹戸千津子氏作）がぼんやりと。 

  

 時刻は 7:56 （生徒の皆さんは 8:20 始業ですが，教職員は 8:00 出勤）。 

 もすこし余裕をもって出勤しましょうかねえ。  

  

  11/28(土) 15:30，同じ場所。 

  

 

  

 ■  

0 コメント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2009/12/05 

卓 016 Test,test,test・・・ 

一日遅れました・・・。 

  只今，期末テスト（12/3・4・7・8），真っ最中。 

 そして，中学校の推薦・専願入試（12/5），実施中。 

  

  期末テストの作問，５種類（中１，中２，高２×２，高３）。  

 １種類目完成（第１ラウンドとでも呼びましょう）が８日前， 

   

 以後，第２ラウンド，第３ラウンド，・・・と２日に１つペースでクリアー， 

  

  第５ラウンドの 12/4（金）１校時実施テストを前の晩に作り終えたときは 

 もうへとへとでした。12/4 は帰宅後早めに就寝。  

  

 今回の期末テストは，採点～成績処理を急ぐ事情があり， 

 自分の担当する５種類ともすべて，OMR（マークシート方式）解答用紙仕様。 

  

 中１・中２の生徒には，答え方に馴染みがうすいおそれがあるので， 

 マークシートへの記入について，事前にミニ説明会開催。 

 他学年にも，マークシート方式であることだけ告げて，  

説明プリントは配付のみ。 

  



 

  

   説明していてよく聞かれたことは， 

 「学校で採点ができるのですか？」 ということです。 

  

 マークシート方式ですと，実力テストや模試のように， 

 その業者さんに発送するイメージがあるかもしれませんね。 

 職員室内にある読み取り機と，専用のソフトを使って，採点・集計します。  

  

これです。 速っ。 

  



 

  

  

 一家に一台あると，きっと何かと便利かもしれませんね。 

  

 今回，生徒のみなさんは，期間どまんなかの 12/5，6 が温習日。 

 ４日間ぶっ通しの場合に比べて 好い条件ですので， 

 実りある勉強時間をつくってくださいね。 

  

 12/4（金）は，14:00 頃に完全下校。 

 教職員は，入試 および 第５回入試対策説明会の準備。 

  

  



 

  

 静まり返った廊下。 

 通常ですと，６校時が終わって賑わっている時刻です。  

  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆     

  

 12/2，画家の平山郁夫先生が亡くなられました。 

 1970 年代後半に「シルクロード」が放映されていたころを思い出します。 

 図録やテレビで見た作品とその世界は，一家（育った実家）に 

 潤いを与えてくださいました。 

 報を聞き，実家などに連絡をとりあいました。ご冥福をお祈りいたします。 

 ■ 

0 コメント  

 



2009/12/11 

卓 017uk みんなで U.K. 

  

 

  

英国語学研修に、高校生 30 名と来ています。 

7/12 出発予定が、12/9 出発に変更。 

 

2 日目の 12/10 は、 

午前:入校式、プレイスメントテスト 

午後:オックスフォード市内見学（4 時間）、夕食後のレッスン 

   

 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 

   

  

  2 週間指導してくださる先生は， 

   JOHN（ｼﾞｮﾝ）先生と， LORRAINE（ﾛﾚｲﾝ）先生。 

  

前日は 12 時間のフライト。 

時差ぼけのはず。でもそれを感じさせない はつらつさ。 

 

やってきたのは、イギリス・オックスフォード市、ウェスト・ミンスター・カレッジの宿舎。 



首都ロンドンの西北西 90km、古くからの学園都市。 

ここもまた、伝統維持の重厚さと、進取の気風をあわせもつ街。 

 

テレビもラジオも街も学内も、クリスマスムード一色。 

12/22 まで滞在します（帰国は 12/23）。 

7 コメント  

コメント一覧 

 1 

大英博物館のなんとかストーンをエジプトに返還するしないで問題になってる

みたいですね。  

イギリスの食事はどうですか。ピーターラビットにはあえましたか。 

by: さき, on 2009/12/11  

 2 

楽しい土産話期待してます。  

生徒たちをお願いします。 

by: 長野雅弘, on 2009/12/12  

 3 

長野校長先生  

 ありがとうございます。  

帰国前から、小出しにお土産話をアップ開始です。  

お土産が重量オーバーとなった場合は、「ばなし」ONLY で戻るようになるかも

しれません。職員室の私の机も重量オーバーで、動かすのは難しいかもしれ

ません。 

◆  

M 越さきさん（I 小 4 年）へ  

ロゼッタ・ストーンという、フランスのナポレオンが、エジプトで 1799 年に発見し

た、古代のメッセージがびっしりと書かれた有名な岩。12/20 に見られるかも。  

食べ物は、学食のパン類はおいしい。「卓 017.1」にもおいしいものを一つ載せ



ました。  

ピーターラビットには会えていないので、学校のためにもやはり、「リピーターラ

ビット」（ピーターの額に「り」って書いてある）を探してみます。でもそれは、マク

レガーさんの了承を得ないと無理かもしれません。 

by: 水越卓治, on 2009/12/13  

 4 

みなさんこんにちは。  

イギリスでお会いした慶山です。  

水越先生、素敵なスペースを用意してくださり、  

ありがとうございます。  

この場を通じてまた交流が出来ればなおいいですね。  

by: 慶山豊治, on 2010/02/01  

 5 

慶山さん,日本でお会いできる（1/30）とは思いませんでした。引率４名再会の

会でお話ししてて，また行く気に少しなっちゃいましたよ。当ブログ，英国からも

宮川さん（→卓 017.1uk）にお読みいただいております。学校や自分のうちわネ

タのブログですが，どうぞまたおたよりくださいませ。 （慶山さん→「卓

017.3uk」） 

by: 水越卓治, on 2010/02/01  

 6 

水越先生、先日はありがとうございます。 

2009 年度の語学研修を振り返ると、全てがある意味前代未聞で、貴重な研修

だったと思います。  

クリスマス前後だったという事が要因ですが、なんと言ってもまずは寒さでした

ね。  

夜のプログラムも、あれだけ全員真剣に取り組めたのもよい経験だったので

はと思います。現地イングリッシュティーチャーとも一体感があったと思います。  

次年度（22 年度）の語学研修はまた普段の夏に戻るわけですが、今度は夏特



有の環境が待っています。  

先生にはぜひまた引率していただき、冬、夏両方を比較検討していただけれ

ばと思ってます。それぞれ良さがある体験だと思います。 

by: 慶山豊治, on 2010/02/02  

 7 

 第１回から第２１回（今回）までのすべてを引率なさった慶山さんからそのよ

うに話していただけると，行った甲斐があったことに改めて感激しております。  

 仮に次年度の夏まで行った場合に身がもつのかな，また，参加生徒の語学

力や生きる力の向上にどれだけ寄与できるかな・・・。 

by: 水越卓治, on 2010/02/02  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2009/12/13 

卓 017.1uk 真冬の昼の現実 

増刊になります。 

 

12/12（土） 4 日目。 

オックスフォードから北西へ 80km。 

 

英国が誇る 400 年前の劇作家（駄洒落の大家としても・・・） 

シェイクスピアが誕生し、逝去した町、 

ストラトフォード・アポン・エイヴォン 

に６時間半滞在。 

 

シェイクスピアの生家，引退後の住まい，妻の実家などを，わかりやすい日本語の案

内で，当時の雰囲気を感じながら見学。 

  

写真は，妻（アン・ハザウェイ）の実家（豪農）。 

 

 

お土産はやはりシェイクスピア・グッズ。 

シェイクスピアの顔のプリントされたチーズかまぼこ発見！ 

  



 

  

でもそれはキャンドルでございました。 

  

ちゃんとロウソクとして用いたり， 

誤って千歳飴と思ってなめてしまった場合も含め， 

  

シェイクスピア大先生の顔がどうかなってしまうのかという心配が 

つきまとうことについては，いずれも変わりはありません。 

 

残り 2 時間半の自由行動を前にして、最後の説明を聴いている生徒。13:43。 

 



 

13:44 にして、自分の影は背丈の約 3 倍。ここは北緯約 52 度。冬至まであと 10 日。 

  

 

 

 

上の写真の地点の目の前にある、フィッシュ＆チップのお店で出来たてを。 

ポテトはお店で切って揚げているそうで。 

魚にはビネガー（酢）を何度もかけながら英国名物をいただきました。 

  

 

  

何人かの生徒も食べにやって来て、注文、食器は下げるべきかなど（ファストフード店

のつくりだったので）を、英語でやりとり。 



ボリュームの一皿を２人でなど、工夫も満点。 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

最後に、まことにどうでもいいお話を。 

 

我が家では、この長い地名、ストラトフォード・アポン・エイヴォンを、縮めて呼ぶときに、 

「アポン」 

と言っておりまして。 

 

「今日は、アポンに行くことに。」 

などと連絡をとりました。 

 

高田馬場のことを、略して「の」と呼んでるよーなきめの細やかさ。 

 

あす 12/13 は、ストーンヘンジ方面へ。 

ヘトヘトになってなければ、またお便りいたします。 

3 コメント  

コメント一覧 

 1 

昨夜、「写真」のファイルをメールで送付しました。  

海外出張なのですね。  

でも、海外から、ブログのアップも出来るのですね。  

便利な世の中になったものです。（漢字も入力できる環境のようですし…。）  

帰国は、２３日ですか…。一部それでは遅いようなこともメールに書いてしまい

ました。  

しょうがないですね。  

（コメントに返事も書かれているようなので、ここなら即伝わるかなと思い、とり

あえず記入しています。（メールも、ひょっとして読める環境ですか？）） 

by: Ｔ社のＵです。, on 2009/12/15  



 2 

T 社 U さん  

ありがとうございました。写真、市内のネットカフェで拝見、感激です。  

自分の携帯発着のものは日本語（帰国後の料金がドキドキもの）、ネットカフェ

の PC 発メールは、ローマ字で打ってます。ネットカフェは 45 分で 1 ポンド（約

150 円）、安っ。 

by: 水越卓治, on 2009/12/16  

 3 

メールも拝見しました。  

「お忙しい中、ネットカフェに向かわせることになってしまい、悪いことしたなぁ

～。」と思っていましたが、卓 017.3 を拝見すると、それだけの用ではなかった

ようで、アグレッシブな行動力、敬服致します。  

メールでも御返事致しましたが、今回はそんな急な用件は書いておりません

ので、帰国後にゆっくりとご覧下さい。  

それではお気をつけて。 

by: Ｔ社のＵです。, on 2009/12/16  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2009/12/16 

卓 017.2uk おなか HERITAGE 

  

ここんところ毎日二万歩近く歩いてます。 

市内見学＋自由行動で、自然とそうなりま

す。 

 

画像のラインナップが多分、当方の写真で

コテコテになっちゃってますよね。すみません。 

 

12/13（日）10:00 曇 気温 5.3 度 

ストーンヘンジ  世界遺産 

 

日本だったら、 

それをかたどった饅頭や最中とかの販売が 

登場してるところでしょう。 

 

制服の日本の高校生発見。 

卓 009 でご紹介しました、T 市の私立 T 高校の生徒さんたちにお会いしましたよ、N 川

先生。 

 

午後は、ソールズベリー市へ。 

  

  

高さ 123 メートルの大聖堂の塔が街を見下ろしてい

ます。 

  

マグナカルタ原本の展示もある、荘厳な堂内にも。 



  

 

（なお、稀に出そうなテストの珍答「マジナカルタ」は、百人一首大会の別称と解して片

付けておきましょう。） 

  

  

  

  

  

市内の自由行動、２時間半。 

 

FISH ROW という裏通りに 

何かとたたかってる うちの生徒たち、発見。 

  

 

持ち帰りのフィッシュ＆チップのお店で、 

メニューにある「シェーク」を頼んだら、 

こんなに巨大な、何かのフライを渡された！

そうで。 

  

 

グループ全員で懸命に

食べていた。 

それって、シャークだった

んじゃないの？ 

 

こういう冒険が何にも替



えがたい。 

日本人に対する危険が見られない国だからこそ、味わえる経験。 

 

■ 

  

  

  

  

2 コメント  

コメント一覧 

 1 

シェイク ではなく シャーク・・・  

こういうハプニングなら、大歓迎ですね。  

良い思いでです。 

by: 長野雅弘, on 2009/12/16  

 2 

長野校長先生  

ありがとうございます。これがピンク色の シャケ とかでしたら、できすぎだっ

たかもしれません。 

 ※ これについては「卓 022」にて結論がご覧になれます。 

by: 水越卓治, on 2009/12/16  

 

 

 

 

 



2009/12/16 

卓 017.3uk Project X,x,x ・・・ 

もう一本引き続き（イギリス語学研修・第四話）。 

 

平日、午前中はレッスン四時間（15 人 X2 グループ）。 

 

午後は、月水金がスポーツ、火木がプロジェクト（みんなで外出）。 

土日は、エクスカーション（みんなで遠出）。 

 

どれもがハートフルなプログラムです。 

レッスン担当のジョン先生、ロレイン先生のお二方が 

夕食後のプログラムまで組んでくださってます。 

 

12/15（火）の午後のプロジェクトは、滞在地オックスフォード市内の名所の一つ、 

クライスト・チャーチへ。 

  

 

初日も前で集合写真だけ撮りましたがきょうは中へ。 

『ハリーポッター』で食堂の場面のロケに使われたとのことで、

賑わっていました。 

 

すみません、時間が前後します。 

 

初日から 7 日間、 

生徒たちに英国事情から生き方に至るまで 

多大な示唆を与えてくださった 

ツアーコンダクターの慶山氏と今朝でお別れ。 

 

 

  



 

ぼやけてしまいましたが、今朝のミーティングでセレモニー。 

中央奥は中牧先生（この旅でも常に生徒に細やかな気配り。生徒もとても充実感を得

ています。）。 

プレゼントは、イギリス名物マーマイト（写真はこの下。パンに塗ります。）。 

中央の、毛沢東似の方が慶山氏。 

いつか日本で、イギリス事情について、この語学研修の 21 年間について、じっくりと

拝聴したいと思いました（お話が面白いのです。）。 

ノートにサイン（一言）をお願いする生徒も。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

夕食後のプログラムは、レジャーです。ありがたいご配慮。 

昔のユースホステルの「ミーティング」の時間に近いものが。 

この日は、「Singstar Night」by ロレイン先生。 

   

 

クイーン、ジョンレノン、スパイスガールズな

どのカラオケ（プレステ２使用）で歌い、カー



ドゲーム、ボードゲームも楽しむ、一時間半。 

写真の手前のグループは、ばばぬきを。 

（「私の JOKER 待ち〜」って歌うべきかも。） 

 

さて、 

一日だけ研修日をいただくことに。 

それがあした 12/16（水）。 

かなりの遠出をします。 

行き先はさてどこでしょか。 

日本時間 12/16 22 時過ぎ（行き先での時刻、14 時過ぎ）に着きます。 

市内のネットカフェで、慣れない操作を、やっとこさクリアーして、 

移動の交通（日帰り）の予約も取るのに成功（下の写真はプリントアウト）。 

 

次回、ヘトヘトになってな

ければ、その現地からア

ップします。 

 

学期末でご多忙の取手

聖徳・職員室の先生方、

すみません。12/22 まで

頑張ってください。私も元

気です！ 

■ 

  

  

  

  

1 コメント  

コメント一覧 

 1 



T 社の U さん  

コメント、目的地に到着して席を立とうとした瞬間、携帯に届き、焦りましたが、

内容、嬉しく読ませていただきました。ありがとね。 

by: 水越卓治, on 2009/12/17  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2009/12/17 

卓 017.4uk 私は何処でしょう 

イモトさんをパクったようなタイトルです。 

次の写真とその 説明を読み、12/16、水越が出歩いた場所の、国名と首都名をお考

えください。 

まだその国内にいるうちにアップしました。 

 

1 枚目 

 

首都にある、とある大き

なビル。 

同じ旗が、27 本はためい

てました。 

青地に黄色の星を 12 個

あしらっています。 

  

  

  

  

2 枚目 

 

複数の言語を使っている

国で、英語もよく通じま

す。 

地名や駅名の表記は、2

種類の言語を、対等に

用いています。 



 3 枚目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

首都の 市内の最大の観光名所。 

中国人 観光客団体がホントにでか過ぎ

る声で 写真撮影に興じていました。 

きょう もよく出ています。 

  

4 枚目 

 

甘いものも、アルコール

も、評判のこの国、 

これも名物、 



あちこちで香ばしい匂いが。 

（写真内の飲み物はアルコール類でなく，カフェラテになります） 

 

1 枚も見ずにわかった方→100 点。前号をよくご覧になってたようですね。 

 

写真 1 枚目でわかったかた→90 点。なまると、携帯の会社名になりますね。 

 

2 枚目でわかった方→85 点。何語と何語でしょう（英語ではなし）。 

 

3 枚目でわかったかた→75 点。気温 0 度。観光客の小さい子が我慢できずに市庁舎

の縁にホントに立ちしょん（しかたなく）。写真撮りたかった、ナマ小便小僧。 

 

4 枚目→70 点。チョコも好評。レース織り、ダイヤモンドなども華のある名物。 

 

ここまで約 30 分、書いていたら、 

帰路の交通機関が隣国に来てしまいました。 

まだイギリスではありません。 

ロンドンまであと 90 分。 

■ 

※ 答えと解説を，卓 018 の末尾に載せました。 

  

  

  

  

2 コメント  

コメント一覧 

 1 



ベルギーで首都はブリュッセル！                電車で外国に行け

るってすごいネ～。             （＾。＾）＠                                          

さき 

by: さき, on 2009/12/18  

 2 

海底の下のトンネルを 20 分で通り抜けました。  

50〜60km あり、ユーロトンネルという名前です。  

列車はユーロスターという名前です。  

ユーロは、ヨーロッパのことでーす。  

by: SAKIPAPA, on 2009/12/18  

 

2009/12/18 

卓 018uk Oxford & Bruxelles 

12/19 10:00 （日本時間 19:00） 

 

在英時間（315 時間）を 100 としたら，67 ぐらいのところまで来ています。 

  

↓ オクスフォード市中心部，カーファクスタワーからの眺望（東方）。 

  

  

  

生徒の話題・関心事 

 

困難なことがだんだん少

しずつわかったり，でき



たりするようになっていること 

 

いろんな人と仲良くなれたこと 

 

お買い物で見つけたもの，成功・失敗談 

 

そして， 

 

祖国（母国）ネタ 

（特に食事やお風呂。深刻なホームシックは皆無。） 

 

昨日 17 日午後のプロジェクト（外出）は， 

皆、母国を客観的に見ることができました。 

 

オクスフォード市内，アシュモリアン・ミュージアム。 

  

  

1683 年設立の英国最古の博物館で，新大陸以外の全世

界・全時代を網羅。 

 

展示物に，レプリカは僅か。 

 

最長 3 時間半の見学時間。 

英語の解説も目を通しながら，どの生徒もじっくりと。 

  

 

写真撮影，自由。 

いくつか撮ったものをご紹介。 

  

エジプト（中王国）のコーナー。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

中世イタリアの細密画（左から右へ 

シーザー暗殺の話が，曼陀羅や四コマ漫画同様に描かれていました）は， 

実物の鑑賞こそ。 



  

  

  

  

  

 広重の浮世絵です。こ

の場所で，江戸から見る

筑波山に出会うとは（白

く見えるのは舟の帆）。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



  

  

  

地中海世界のコーナー。 

イギリスから鳥瞰したヨーロッパと地中海（向こうが南，というか南東です）。 

 

ライトの反射で光っているあた

りが， 

卓 017.4 で問わせていただい

た 12/16 に訪れた国になりま

す。 

  

  

ベルギー王国，ブリュッセル。 

 

英独仏の中間に位置し， 

西ヨーロッパの十字路ともいう

べきところで， 

数か国語しゃべれないと商売

にならなさそうな空気を感じてきました。 

  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

12/17 朝のミーティングで，生徒にヒントを言いながら，訪れた国名を問いました。 

 

ヒント「ロンドンから列車で 2 時間でした。」 



 

→「スコットランド！」、「アイルランド！」・・・いい答えです。 

 

→「フランス！」「ドイツ！」・・・答えがドーバー海峡を渡りました。 

 

 

ヒント→「面積・人口とも日本の 10 分の 1。人口密度ほぼ同じ」 

 

→「バチカン！」・・・小っさっ！ 

  

 

ヒント おもてに EU 旗，裏に 4 ヵ国語で SUCRE などと書かれた 

砂糖の袋を見てもらいました（前号のワッフルの写真にも二つ，おもてだけ写ってま

す）。 

 （右の写真

は，上から順

に，フランス語，

英語，オラン

ダ語，ドイツ語

の「砂糖」） 

  

 

 

→「スイス！」・・・多言語の点で共通だが

EU 非加盟。その国は海に面してます。 

 

→「オーストリア！」・・・だから海に・・・。 

 

→「オーストラリア！」・・・流刑します。 



 

 

そのあとも，いくつか答えが飛びかって、ぼそっと正答を口にした生徒が。 

 

 

４年（高一）の K さん，お見事！（後で、先程の EU 旗の砂糖をプレゼント） 

  

でもみんなには，チョコレートをプレゼント。 

 

箱の裏には，原材料名が，13 ヵ国語で，ロゼッタス

トーンばりに記されています。 

 

 

 

最後の言語は，ヘブライ語 （欧米経済への影響力の強い，ユダヤ人の言語）でした。 



 

人気ブランドのチョコ以上に楽しめた気がしました。 

  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

  

前回の「卓 017.4」，４枚の写真の解説です（2009/12/16 撮）。 

  

 

  

  

  

  



  

  

  

  

  

１枚目 ＥＵ（ヨーロッパ連合）委員会本部。 

           言わずと知れた EU（旧 EC）。 

      ヨーロッパの首都中枢。 

      地下鉄シューマン駅を出てすぐ。 

      （写真は 15:20 頃） 

 

  

       

  

 ２枚目 ブリュッセルの地下鉄車内の路線図から 

      フランス語（上）・オランダ語（下）の併記。 



  

      多くはこの２カ国語併記。 

      場合によっては，上記の砂糖やチョコのように 

       ４カ国語や十数カ国であったり。 

       アラビア語，漢字，ハングル，日本の仮名は 

       見かけません。 

  

 ３枚目 小便小僧 

      以前，『トリビア』という番組で 

      爆弾の導火線の火を少年が放尿によって消した 

      というエピソードがルーツだと取り上げていました。 

  

      このほか，ブリュッセル市庁舎（14 世紀築）と 

      グランプラス（大広場 Grand Place）も 

      クリスマスの電飾パフォーマンスで

賑わってました。 

      （写真は 16:20 頃） 

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ４枚目 ご存知、ワッフル。 

      フランス語で Gaufre（ｺﾞｰﾌﾙ）。 

           オランダ語で Wafel（ﾜｰﾌｪﾙ）。 

      日本語のワッフルは英語の Waffle からのよう。 



  

      ワッフルをいただいた飲食店のメニューは， 

                    見開き２ページの同じ画像が， 

                    仏，英，蘭，独の各４言語で 

                    ８ページ編成で，もちろん， 

                    店員はどの言語でも OK な様子。 

  

      ベルギービールは，種類豊富に見かけましたが， 

      Leffe（レフ）などの銘柄が愛されているようで， 

      日本の酒販店でもよく見かけます。 

                  ↓ Quiche（ｷｯｼｭ）と Leffe のある風景。 

                       （BRUXELLES MIDI 駅 にて。12/16 18:21） 

 

 

■ 



  

  

  

  

2 コメント  

コメント一覧 

 1 

再度お邪魔致します。  

日曜日（２０日）の夕方のニュースで、「ヨーロッパ（とアメリカ）が寒波で、ユー

ロスターがトンネル内で立ち往生」とあり、それ以降も似たようなニュースがち

らほら流れています。  

ブログもその後止まったままで、予定通りなら、そろそろ帰国している頃かと思

いますが、どんな感じでしょうか？  

（笑い話で済むぐらいなら良いのですが…。） 

by: Ｔ社のＵです。, on 2009/12/23  

 2 

T 社の U さん、遅くなりまして。コメント、成田空港に到着して席を立とうとした

瞬間、携帯に届き、焦りましたが、内容、嬉しく読ませていただきました。あり

がとね（卓 017.3 のコメントと酷似･･･）。 

by: 水越卓治, on 2009/12/26  

 

 

 

 

 

 

 

 



2009/12/25 

卓 019uk London,London,London. 

 クリスマスですね。  

  

 12/9-23 の英国語学研修引率より帰国いたしました。  

  

 ２週間の在英期間のほとんどは，オクスフォードで過ごしましたが， 

ロンドンの空気を吸う機会も３回ほどありました 

 （初日のヒースロー空港まで勘定すると４回ですが）。 

  

 私の世代はロンドンといえば，その名を３回陽気に連呼し， 

その地が楽しく，愉快であることを，往年の某ＣＭによって 

洗脳されている傾向があります（今口ずさんでいる方はそうですね）。 

  

 霧雨まじりで どんよりとした（drizzly）日ばかりだろうと 

構えていたのですが，歩いた３度のうち２度は快晴でした。 

 ３度のロンドンについて少々ご紹介します。 

  

  

 生徒による発表会 「ＪＡＰＡＮＤＡＹ」 など、 

 紹介すべきものはまだまだあります。 



 卓 019.1 に掲載しました。 

  

  

１．12/20(日）（12 日目） 

  

  ４回あったエクスカーション（日帰りで遠出）の最後が 

 ロンドン市内の見学。 

  在英日本人のキクさんの案内は，観光地の説明にとどまらず， 

 大都市ロンドンの内部構造，大英美術館（古代史）にまで至りました。 

  

 「こんな一日中晴れているロンドンなんてめずらしい。」 

 「ロンドンは，旅行かばんを持っていなければ，人から道を訊かれても 

 不思議ではない，多人種からなる，コスモポリタンな大都市です。」 

  

↓ タワーブリッジ（11:00 頃） （勝どき橋のロンドン版） 

  

↓→ 大英博物館 （パルテノン神殿 展示，

ロゼッタストーン） 



 

  

↓ クリスマスで賑わう リージェントストリート（16:50 頃） 

   路上の電飾がどの通りもきらびやか。 

   ７月に訪れていたら，まだまだ明るい夕方の風景だったでしょうけど， 

   このクリスマスの盛り上がりにはきっと勝てません。 

 

  

  

２． 12/22（火）（14 日目） イギリスお別れの日。 

  

  市西部にあるウィンザー城へ。 

  きれいに撮れませんでした・・・が。 

  



  スーツケースをバスに置いたまま（当たり前ですが）， 

  歴史の重み漂う，城内の各部屋を２時間かけて鑑賞。 

  見学のはじめは，空港なみのボディーチェック。 

  

  ときどき見る窓の外の晴天の風景もきれい。 

  最後の見学ルートをみな，にこやかに堪能。 

  

  ウィンザー城は，エリザベスⅡ世 女王陛下の住まいでもあります。 

  陛下の執務先は，市中心部のバッキンガム宮殿。 

  日本の場合は，住居も執務先も，皇居ということになります。 

  女王陛下が来日されたのは，私が小４の頃だったと思い

ます。 

  

 

３．12/16（水） 

  

  卓 017.4～5，卓 018 でお話ししました日帰りブリュッセルの日です。 

  オクスフォード（滞在先）→ロンドン→ブリュッセル 



 という移動の中で，東京と同様， 

 ロンドンもターミナル駅が分散しているため，地下鉄で移動。 

 （パディントン駅から，セントパンクラス駅へ） 

  

 ところが，あと２駅でセントパンクラスというところで， 

 突如地下鉄が運転見合わせ。 

  

 11:04 発のユーロスター・ブリュッセル行に間に合わない 

 おそれも出てきたので，改札を出て歩くことに。 

  

 幸い方角も間違えず，曇り空の街路を早足で歩くこと 10 分少々， 

 「キングスクロス駅 セントパンクラス（国際）駅」 

 と書かれた標識が現われたときは安

堵（発車 53 分前）。 

  （左右向き矢印の赤いマークは，駅

の意味） 

  

  

 予約した切符の出力と，面倒な通関

手続きを経たのが 35 分前。 

  イギリスと他のＥＵ諸国間の通関

は， 



  ヒースロー空港での日英間とあまり変わりありません。 

  通貨も，イギリスはユーロを導入していないので， 

  ブリュッセルに着いて最初にしたことは 

  30 ポンドを 27.67 ユーロに両替したことでした。 

 ユーロスターは，ロンドン・パリ間，ロンドン・ブリュッセル間を 

どちらも約 2 時間で結ぶ新幹線。 

 詳しくは→ http://www.eurostar.com/UK/be/leisure/destinations.jsp 

  

 小型のスーツケースを転がしながら乗り降りする利用客が多数。 

 ドーバー海峡下のユーロトンネルも 20 分

ですりぬけます。  

  

 復路は無事 20:00

頃，ロンドン・セントパ

ンクラスに到着。 

  

 しかし，２日後の

12/18（金）から 24

（木）日中にかけて 

 このユーロスターは運休。 

 テレビのニュースで連日大きく取り上げられていました。 

 日本の読売新聞（12/21）国際面も次のように報じています。 

  

http://www.eurostar.com/UK/be/leisure/destinations.jsp


「欧州は 18 日以降，猛烈な寒波に見舞われた。 

 英国と欧州大陸を結ぶ高速鉄道『ユーロスター』は 

 18 日に屋外とトンネルの温度差が原因とみられる故障が発生し， 

 全面運休，20 日昼の時点でも再開のめどは立っていない。」 

  

 ブリュッセル行きを２日後にしていたら大変だった・・・。 

  

 なお，寒波については，オクスフォードでは，前日などよりも 

３～４度寒いくらいで，薄い積雪を伴った程度で済みました。 

 でも，国内各地では凍結路面のスリップによる 

車やバスの死亡事故が何件か起き，報じられていました。 

  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  

  

 帰国のことも少々。 

 ロンドン・ヒースロー12/22  19:00 （日本時間 12/23 4:00）発。 

 日の本の国に向かって夜間飛行。 

 往路より 45 分短い 11 時間 15 分のフライト。 

 途中，日本時間 10:30 頃，日の出に遭遇。 

 ロシアのシベリア，バイカル湖北方数百 km 地点の上空。 

 ほぼみな眠ってましたが， 



 気付いた生徒数名。いっしょにシャッターを切っていま

した。 

 鹿島灘や霞ヶ浦を見下ろしながら，15:30，成田着陸。 

  

 保護者の皆さん，和田副校長先生，湯澤教頭先生に 

 出迎えられて，15 日間の語学研修は無事終わりまし

た。 

 （写真 16:23 撮） 

 どの参加者にとっても， 

 貴重な１ページに書き加える旅になったことと思いま

す。 

 ツアーコンダクター（㈱ツアープランナーオブジャパン）の 

 近藤洋平さん，慶山豊治さん。 

 安全かつ愉快に導いてくださいまして，ありがとうございました。 
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2009/12/29 

卓 019.1uk わかれの 朝～。 

◆卓 017～卓 018 の改良工事がひとまず終了しました◆  

  

英国語学研修シリーズ増刊・最終回（のつもり）です。 

  

近年まで放送されていた『ウルルン滞在記』の終盤， 

下條アトムさんの名調子で 

  

「わかれの あさ～。」 

  

というくだりがありましたね。 

  

   

話は少しそれます。 

別れの朝といえば，自分自身， 

  

この語学研修引率の出発時の日本に対しても 

そういった感じでした。 

うるうる来るのではなく，しばしのおわかれ・・・という思い。 

  



取手の自宅を出て，成田へ行くにも，遠回り承知で， 

日暮里からスカイライナーで向かいました。  

久々に，以前自分が飛び回ってた街の表情を 

車窓から眺めてみました（少年時代からずいぶんと変わりましたが）。 

                  ↓YAWATA   ONIGOE↓  （12/9 8:20 頃） 

  

  

ウルルンほどではありませんでしたが， 

半月ほどこの面白い国とお別れなのね・・・。 

  

  

で，そんな話題はさておきまして， 

語学研修の終盤の様子をご紹介します。 

  

  

英国語学研修，お別れの前夜（12/21）。 



  

生徒の皆さんが準備に準備を重ねてきた 

「JAPANDAY」，開催。  19:00～ 

  

班ごとに， 

「浴衣・作法」，「かるた」，「折り紙」，「箸」，「紙芝居」，「日本の遊び」 

の 6 テーマを紹介。 

 

 JOHN 先生，LORRAINE 先生，観客の皆さんの前で， 

 硬くならず明るく華やかに発表を展開。 

 折り紙，二人羽織，けんだま，うけてました。 

  

 観にきてくださった方が，夏季とは違い，少なかったのですが， 



 いっしょになって参加してくださいました。 

 演目ごとにみな，互いに感動し，拍手の連続。 

  

  

 最後に，全員でソーラン節を披露（「南中ソーラン節」，「ロックソーラン」とも）。 

  

 30 人みな連日，体育館で団結して練習（教員は指導入れていません）。 

 どっこいしょー，どっこいしょー。 ソーラン，ソーラン・・・。 20:15 頃 

  

  

終わったあとも興奮冷めやらず，ダンスパーティー数十分。  

青春万歳。そして，You Tube 万歳。 

   

  

  

その晩もすぐには寝付けなかったことでしょう。そのうえ， 



きっとお別れメッセージを書いて回すなど，忙しかったと思います。 

  

   

そして， 「別れの朝～」 （12/22（火））  気温，１℃。 

 

  

卒業式のようなセレモニー。皆，うるうるときています。  

       （そのころ日本は午後 7 時。  きっと，日本の何処かで JAPANDAY。） 

 

  

出発するバスで，JOHN 先生と本当にお別れ。 



 

  

  

キャンパス中央に立つ彫像。 

  

ウェストミンスターカレッジは教員養成系の

大学です。 

彫像が，JOHN 先生に見えます。 

  

養うこと。形成すること。 

見出すこと。響き合うこと。 

  

国境は関係ありません。 

  

研究と修養の 15 日間でした。 
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2010/01/01 

卓 020 新しい 朝が来た， 

1 月 1 日 6:50。 

取手にも日が昇りました。 

  

 

  

すみません。これは，2009 年 1 月 1 日の写真です。 

  

きょうは，金曜日。 

  

ちなみに，きのう 31 日は・・・。 

  

UK の郵便局で差し出した小包（航空便）が 



12 日かかってやっと届きました。 

しかも，5 個中の 2 個目・3 個目でして。 

クリスマス～年末年始の各地の郵便事情は 

円滑さが保てないようですが，気を揉みます。 

  

夕方，以前，学校で養護教諭（保健室の先生）でした渡辺先生にも， 

旦那様とお買い物のところを，近所のスーパー・〇オ〇ーにてお会いしました。 

おすまいが 700m しか離れていませんので， 

1 シーズンに 1 度くらいお会いします。 

  

  

  

さて，1 月 1 日。 

あと２日で日曜日。週末。 

  

さて，起きてまず何をしますか。 

  

そうそう，これこれ。 

  

  



  

 '09.12.31 

  

判子の日付変更です。 

 （3，4 年使ってますが，名前をまだつけてません。 

  名古屋の名門，シヤチハタ。） 

  

いや，今朝はちょっとたいへんです。 

  

6 桁のほぼすべてを替えねばなりません。 

最初の桁なぞ，10 年に 1 度です。 

  

 '10.-1.-1 

  

となおすまでに，血圧の 1 回くらい測れるところ。 

仕事に遅れそうで，やきもきします。 

きっとご近所さんも，おんなじ苦労をなさっていることと・・・。 

  

日付といえば，ああ，これも・・・。 

  



 

  

  

日付系の何もかもが リニューアルです。 

  

小さなことで，あせらず，いからず・・・。 

でも，年が変わることはやはり大きなこと。 

  

新しい 3000 万秒（正しくは，31,536,000 秒）。 

  

過ぎた時間は戻りません。 

ひとまず，次のように・・・。 

  

  

毎月 9 の付く日（年 35 回）につきまして， 

肝臓に負担を与えるものを摂らないことと， 

通勤にガソリンを消費しない。 



でもこれでは，自律系分野だけですよね・・・。 

  

また，通信媒体に依存しがちな知識・情報の吸収・解釈を， 

書物や対談によって得るためのシェア（率）を高める。 

これについて，思いは強くても，数値目標がまだ定まっていません。 

K 田先生の 2009 年の目標達成（読書量）には脱帽です。 

  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

  

心がけは，「ミス・エラーの再発厳禁」に尽きます。  

した場合は原因究明の徹底。 

  

学校で，2 度以上同じミスをおかすのは愚かだよねえ などと， 

話しながらも，自分自身，じつに愚かなままです。 

  

2009 年にあった壮絶な例を紹介します。 

  

  

  

車の給油は，ものぐさゆえ，セルフでない方を利用。 

スタンドの方には， 



  

「レギュラー，現金，満タン でお願いします。」 

四半世紀使いつづけてきた言葉です。 

  

この３つのキーワードのどれか１つでも足りないと， 

「満タンですか？」など，どれかが必ず聞かれます。 

  

でも，小銭の煩わしさを避けるために， 

給油所用のクレジットカードをつくり， 

使い始めました（割引もあるので）。 

  

今度からはカードを出して， 

「レギュラー，満タン でお願いします。」 

の２語で済みます。 

  

ところが，ある日，帰宅途中。 

カードを出しながら，普通に言ってしまいました。 

  

「現金満タンでお願いします。」 

  

間をおいて，聞き返されました。 



「レギュラー満タン， ですよね？」 

  

・・・・・・・・ 

  

一歩誤れば，これは草食系の強盗です。 

  

この一回ならいいんです。 

  

これを翌月にも，言ってしまっています。 

家族同乗の日曜日。同じ給油所で。 

愚かです。 

  

以降はもう，はいる前から「レギュラー満タン」って， 

指差し確認さながらに，口ずさまずにはいられません。 

  

  

でもそれは，  

なれなどに頼るより， 

相手にきちんと伝えようという心がけさえ， 

常時確実にもっていれば，防げる話なんですが。 

  



・・・進歩が足りません。 

でもかいた恥は一寸でも昇華させることとしまして。 

  

  

  

受験生のみなさん。 

ときどき遠景を見たりしながら， 

いつもよりいいコンディションが保てますように・・・。 

  

  

  

みなさま，よい 1 年間をお過ごしになられますよう， 

ご祈念申し上げます。 

                        水越卓治 
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